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第９４回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「海上衝突予防法の適用条文解釈における漁ろうに従事する船舶

　　　　　　　運航者と一般動力船運航者の差異に関する研究　－ 自動運航船

　　　　　　　を見据えた現行法の基準値検証 －」

 　　　　　独立行政法人海技教育機構 海技大学校航海科

 　　　　　　教授　　万谷　小百合　氏

 

第９回地域部会 兼 第９５回月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演Ⅰ　「徳島県の港湾振興について」

 　　　　　　徳島県 県土整備部運輸政策課 港にぎわい振興室

 　　　　　　　室長　　村上　宗用　氏

　　　　講演Ⅱ　「南海トラフ巨大地震と津波の科学と予測」

 　　　　　　徳島大学大学院 社会産業理工学研究部

 　　　　　　　教授　　馬場　俊孝　氏

　

事　業　報　告

　大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究第１回委員会･･････

　大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査第１回委員会･･････････････････

　大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有効に利用した海難防止に関する

　調査研究第１回委員会･･････････････････････････････････････････････････

　泉北第二工場におけるLNG船に係る航行安全対策検討調査第３回委員会･･･････

会　務　報　告

　第９５回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

　第９６回業務運営会議･･････････････････････････････････････････････････

　第３３回通常理事会････････････････････････････････････････････････････
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船舶交通随感

　第１５回　海上衝突予防法の適用水域に関する一考････････････････････････

　

事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ････････････････････････････････････････････････････････････････････

　・会員名簿の訂正について
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第９４回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和４年１０月２７日（木）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３２名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　独立行政法人海技教育機構 海技大学校航海科教授　万谷　小百合 氏により

　　　　「海上衝突予防法の適用条文解釈における漁ろうに従事する船舶運航者と一般

　　　　動力船運航者の差異に関する研究　－ 自動運航船を見据えた現行法の基準値検

　　　　証 －」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。



≪第９４回月例会講演資料≫
　　

海上衝突予防法の適用条文解釈における漁ろうに従事する船舶運航者
と一般動力船運航者の差異に関する研究　－ 自動運航船を見据えた現行

法の基準値検証 －

　　　　 　

　　
 

講師　独立行政法人海技教育機構 海技大学校航海科　　

　　　　　　　　　　　　教授　　万　谷　小百合　氏
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第９回地域部会 兼 第９５回月例会概要

１　日　　　時　　令和４年１１月１７日（木）１５:００～１７:００

２　場　　　所　　徳島市　JRホテルクレメント徳島　４階　クレメントホール東の間

３　出　席　者　　４７名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業概要報告等が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　Ⅰ　徳島県 県土整備部運輸政策課 港にぎわい振興室

　室長　村上　宗用 氏により

『徳島県の港湾振興について』と題し、講演が行われた。

Ⅱ　徳島大学大学院 社会産業理工学研究部

　教授　馬場　俊孝 氏により

『南海トラフ巨大地震と津波の科学と予測』と題し、講演が行われた。
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≪第９回地域部会 兼 第９５回月例会講演資料≫

徳島県の港湾振興について
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講師　徳島県 県土整備部運輸政策課 港にぎわい振興室　 

　　　　　　　　　室長　　村　上　宗　用　氏
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南海トラフ巨大地震と津波の科学と予測
　　　　 

　　
 

　　講師　徳島大学大学院 社会産業理工学研究部　　

　　　　　　　　　教授　　馬　場　俊　孝　氏
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事 業 報 告
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大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和４年１０月５日（水）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　兵庫県農業会館　１１階　１１１号会議

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）自然環境・航行環境について

　　（３）海難の発生状況について

     (４) ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析実施方案について

     (５) アンケート調査実施方案について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 自然環境及び航行環境並びに海難発生状況（案）

　　（３）検討資料委１－３ ＡＩＳデータ解析方針及びアンケート実施方案（案）

　　（４）参考資料委１－１ 神戸港入港マニュアルと船舶事故の概要

６　議　　　事

　

　　

開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 大泉 勝 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、長澤 明 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及び資 

　　料の確認を行い、以後 長澤 明 委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　海技大学校航海科教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　川　　　悟　　(一社)日本船長協会常務理事 

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦 　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　寺本　由紀夫　企画調整官)

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　〃　　　　宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　戸川　義徳　次長)

　　〃　　　　東　條　英　一　　堺海上保安署長

　　〃　　　　田　中　一　幸　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　増　山　　　明　　大阪港湾局計画整備部海務課長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　杉ノ内　順子　海務課課長代理)

　　　　　　　　　　　　　　　　 (同席　畦原　聡　海務課担当係長)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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事　務　局　　大　泉 勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男 　　　　　　〃 　　専務理事

　　〃　　　　渡　川 明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原 昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長
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大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和４年１１月２日（水）１３：３０～１６：５０

２　場　　　所　　三宮研修センター ８階　８０５号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）主航路浚渫工事の施工計画(一部変更)について

　　（３）大阪港の航行環境について

     (４) 主航路浚渫工事(一部変更)に係る船舶航行の安全性について

     (５) 主航路浚渫工事(一部変更)に係る安全対策について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案）

　　（２）検討資料委１－２ 主航路浚渫工事の施工計画(一部変更)（案）

　　（３）検討資料委１－３ 大阪港の航行環境（案）

　　（４）検討資料委１－４ 主航路浚渫工事(一部変更)に係る船舶航行の安全性（案）

     (５) 検討資料委１－５ 主航路浚渫工事(一部変更)に係る安全対策（案）

６　議　　　事

　

　　

開会にあたり委託者の大阪港湾・空港整備事務所 所長 倉富様より挨拶が行われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った。その後、委員長の選任を行い、岩瀬 

　　潔 委員が委員長に選任され、以後、岩瀬 潔 委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　松　岡　耕太郎　　(一社)日本船長協会技術顧問 ※

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野 亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　管　野 亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長　

　　〃　　　　森　下　貴　史　　大阪船主会副会長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　澤村　正也　海務・港湾委員会委員長)

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　原　正行　業務委員)

　　〃　　　　佐　藤　宗　昭　　全日本海員組合大阪支部長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　君島　伸治　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　増山　明　計画整備部海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　 (同席　畦原　聡　海務課担当係長)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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オブザーバー　 内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　貴　多 諒 　　　　〃 　　大阪港グループリーダー

委　託　者　　倉　富　樹一郎　　近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　松　本　伸　春 　　　　　　　　  　〃　　　　　       副所長

　　〃　　　　中　川　雅　史 　　　　　　　　  　〃　　　　　       副所長

　　〃　　　　中　田　隆　史 　　　　　　　　  　〃　　　　　       事業調整官

　　〃　　　　水　口　直　仁 　　　　　　　　  　〃　　　　　       工務課長

　　〃　　　　松　平　正　夫 　　　　　　　　  　〃　　　　　       

　　〃　　　　高　橋　敏　文 　　　　　　　　  　〃　　　　　       

　　〃　　　　山　口　秀　樹 　　　　　　　　  　〃　　　　　       工務係長

　　〃　      安　平　悠　紀 　　　　　　　　  　〃　　　　　       建設管理官

　　〃　　　  藤　本　典　子 　　　　　　　　  　〃　　　

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事　　       

　　〃　　　  伊　藤　雅　之              〃        上席研究員

　　〃　　　  井　田　英　樹              〃        事業部長

　　〃　　　  渡　川 明              〃        研究部長

　　〃　　　  宇出津　弘　昭              〃        総務部長 

　　〃　　　  藤　原 昇              〃        事業部長代理

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

先任建設管理官

企画調整課長

港湾機能維持係長
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大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有効利用した

海難防止に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和４年１１月２２日（火）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　５階　５０３号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）通信環境について

　　（３）情報提供の現況について

　　（４）アンケート調査実施方案について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 通信環境（案）

　　（３）検討資料委１－３ 情報提供の現況（案）

　　（４）検討資料委１－４ アンケート実施方案（案）

　　（５）席上配布資料－１ 検討資料委1-3 情報提供の現況（案）２Ｐ差替

     (６) 席上配布資料－２ 検討資料委1-4 アンケート実施方案（案）全面差替

６　議　　　事

　　　開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 大泉 勝 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、松本 宏之 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及

　　び資料の確認を行い、以後、松本 宏之 委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　塚　田　晃　司　　和歌山大学システム工学部システム工学科教授

　　〃　　　　高　濱　洋　嘉　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　望　月 誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　川 悟　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野 亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　野　口　賢　一　　第五管区海上保安本部海洋情報部長

　　〃　　　　増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長

                           (代理　西澤　伸広　次長)

　　〃　　　　宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

                           (代理　戸川　義徳　次長)

　　〃　　　　田　中　一　幸　　大阪湾海上交通センター所長

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

                           (代理　君島　伸治　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東      繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　堀　内　和　広　　近畿総合通信局情報通信部長

　　〃　　　　増　山 明　　大阪港湾局計画整備部海務課長

                            (代理　杉ノ内　順子　海務課課長代理)

                            (同席　畦原　聡　海務課担当係長)

　　〃　　　　楠　　　佳　宏　　神戸市港湾局海務課長

                           (代理　村井　宏一　港務係長)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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事　務　局　　大　泉 勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男 　　　　　　〃 　　専務理事

　　〃　　　　渡　川 明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　 昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　高　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント
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泉北第二工場におけるLNG船に係る航行安全対策検討調査

第３回委員会

１　日　　　時　　令和４年１２月２０日（火）１３：３０～１５：００

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸　５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第２回委員会議事概要について

　　（２）LNG船係留Ship to Shipに係る安全性の検討（修正版）について

　　（３）LNG船係留Ship to Shipに係る航行安全対策（修正版）について

　　（４）報告書構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委３－１ 第２回委員会議事概要（案)

　　（２）検討資料委３－２ 安全性の検討（修正版）（案）

　　（３）検討資料委３－３ 航行安全対策（修正版）（案）

　　（４）検討資料委２－４ 報告書構成（案）

　　（５）参考資料委３－１ 第２回委員会での主な指摘事項及びその対応

６　議　　　事

 事務局により出席者及び資料の確認を行った後、岩瀬 潔 委員長により議事が進められ

　　た。閉会にあたり委託者の大阪ガス(株) ガス製造・発電・エンジニアリング事業部 ガス

　　製造・エンジニアリング部　戦略企画チーム マネジャー 上田様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正するこ

　　とを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　宮　川　敏　征　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　管　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　奥　野　通　清　　大阪府タグ事業協同組合理事長

                           (　 代理　西口　英一　専務理事)

                           (　 金森　高介　業務課長)

　　〃　　　　堀　口　貴　久　　堺泉北船舶安全協議会会長

　　〃　　　　濱　田　誠　一　　(一財)海上災害防止センター調査研究室長

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

                           (　 代理　寺本　由紀夫　企画調整官)

　　〃　　　  増　田　克　樹　　大阪海上保安監部長　

　　〃　　　　東　條　英　一　　堺海上保安署長

　　〃　　　　北　出　徹　也　　近畿地方整備局港湾空港部長

                           (代理　正田　武史　港湾計画課課長補佐)

                            (　 倉富　樹一郎　大阪港湾・空港整備事務所所長)

　　〃　　　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

                                (　 代理　灘　祐治　計画調整担当課長)

委　託　者

       （大阪ガス(株) ガス製造・発電・エンジニアリング事業部）

　　〃　　　　中　村　公　亮　　海事担当部長

　　〃　　　　上　田　智　一　　

　　〃　　　　宮　﨑　善　博              〃             戦略企画チーム

        （Daigasガスアンドパワーソリューション(株) ガス製造事業部）

　　〃　　　　今　田　峰　文　　基地管理部 操業管理チーム マネジャー

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ ガス製造・エンジニアリング部 戦略企画チーム マネジャー
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委　託　者　　高　橋　秀　真　　基地管理部 操業管理チーム

　　〃　　　　中　山　　　泰　　泉北製造所 製造日勤チーム バースマスター

　　〃　　　　矢　野　慎　也　　　　〃　   製造日勤チーム 製造技術グループリーダー

　　〃　　　　田　尾　祐　規　　　　〃　   製造日勤チーム 製造技術グループ

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　　〃　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　　〃　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　　〃　　　　　事業部長代理

　　〃　　　　伊　藤　　　格　　(株)日本海洋科学コンサルタント事業本部 専門監

　　〃　　　　原　　　大　地 　　　　〃 　

　　〃　　　　高　橋　浩　子 　　　　〃 　神戸支店シニアコンサルタント

　　

Ｗ

Ｗ

Ｗ

コンサルタント事業本部 コンサルタントグループ長



会 務 報 告
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第９５回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和４年１０月１９日（水）１２:００～１２:４５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中  村　紳  也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　澤村　正也　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳  田　健  二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(公社)神戸海難防止研究会監事

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　渡　川　　　明　　(公社)神戸海難防止研究会研究部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和５年度 日本海事センターへの補助金交付申請について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　(公財)日本海事センターへの補助金交付申請について（案）

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和５年度日本海事

　　センターへの補助金交付申請について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題

　　（３）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事よ

　　り説明があった。

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事
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第９６回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和４年１１月１６日（水）１２:００～１２:４５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）           は欠席者　　 

　　　　　　　　　　　大　泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石　田　廣　史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　高　濱　洋　嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(公社)神戸海難防止研究会監事

　　　事　 務 　局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井  田　英  樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和５年度事業計画（案）及び 収支予算（案）について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　令和５年度事業計画（案）

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和５年度事業計画

　　（案）及び 収支予算（案）について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題

　　（３）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事よ

　　り説明があった。

 以　上　

議　　　  長
代 表 理 事
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３３回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和４年１２月７日（水）　１６時００分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時３０分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル　

　　　　　　　　　４階「銀河」

３　理　事　数　　１８名

　　出 席 理 事　　１７名　

　　（１）会場出席理事　１４名

 望　月　　　誠　　　石　田　廣　史　　　村　井　五　郎　　　奥　原　德　男

 高　濱　洋　嘉　　　德　丸　健　嗣　　　坪　上　浩　治　　　近　藤　宏　一

 森　下　貴　史　　　大　東　洋　治　　　村　岡　　　博　　　中　村　紳　也

 菅   野　　 亘      德  田　健  二

　　（２）ＷＥＢ出席理事　３名

 大　泉　　　勝　　　笹　井　　　徹　　　幡　中　宣　夫

４　監　事　数　　３名

　　出 席 監 事　　２名　　

 藤　井　寿　夫　　　渡　邉　康　夫

５　議　　　案

　　　第１号議案　令和５年度事業計画及び収支予算書案について

　　　第２号議案　その他

６　報 告 事 項

 代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況

７　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時００分に開会、事務局から本日の出席理事は、会場出席１４名、ＷＥＢ会議シ

　　ステム出席３名の計１７名で、ＷＥＢ会議システムが出席者の音声と映像が即時に他の

　　出席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認

　　されたことから、理事総数１８名の過半数に達しており、定款第４２条（定足数）の規定

　　により本理事会が成立する旨報告した。
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 大泉会長がＷＥＢを利用しての挨拶を行った後、会場出席である望月副会長が定款

　　第４１条第２項の規定に基づき議長となり、本日の議事録の署名について定款第４５条

　　に基づき、代表理事の大泉勝会長と出席監事の藤井寿夫氏及び渡邉康夫氏が行うこと

　　として議事の審議に入った。

〇　第１号議案　令和５年度事業計画書及び収支予算書案について

　　　事務局から資料により令和５年度事業計画及び収支予算書案について、説明が行わ

　　れた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

　

〇　第２号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言をもとめたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況について、

　　席上配付資料（報告事項）に基づき奥原専務理事から報告がなされた。

 以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時２８分に閉会し

　　た。

　　　　　　　　令和４年１２月７日

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　代表理事　　　大　　泉 　　勝

 

　　　　　　　　　監　　事　　　藤　　井　　寿　　夫

　　　　　　　　　監　　事　　　渡　　邉　　康　　夫
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第１５回　海上衝突予防法の適用水域に関する一考
　

海上保安大学校名誉教授 　 

神戸大学客員教授　　　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　東京湾に注ぐ隅田川は、勝鬨橋、永代橋、駒形橋など多くの橋がかかっているが、河口

から10数キロメートルほど上流の千住大橋付近で発生した船舶衝突事故に、海難審判で海

上衝突予防法が適用された。この事故は川を上航する総トン数143トンの油送船と下航する

引き船列が衝突したもので、舵の効き具合の良し悪しから相対的に操縦が困難な下航船を

操縦が容易な上航船が避けるという河川慣行の存在を前提として、上航船側の船員の常務

（避航動作）不遵守が原因とされている（マイヤニュースレター第11号）。

　同じ海上交通法規でも、海上交通安全法や港則法は適用範囲が政令などで明示されてい

るが、海上衝突予防法では「海洋及びこれに接続する航洋船が航行することができる水

域」（第２条）とだけ書かれており、海洋はともかく、陸岸に近い水域については不明確

である。すなわち、海洋に接続していない琵琶湖や猪苗代湖などは論外であるが、海洋に

接続する水域のうち、航洋船が航行できれば海上衝突予防法が適用されることになるの

で、航洋船の大きさが問題となってくる。仮に航洋船が外航船のような大きさであれば、

河川の上流や陸岸近くの水深の浅い水域では航行できないので、海上衝突予防法の適用水

域は必然的に狭くなり、海上交通ルールの一般法たる海上衝突予防法が適用されない水域

が、わが国沿岸や河川等に多く点在することになる。しかし、逆に航洋船をプレジャーボ

ートのような大きさで捉えると、地先海面や河川の上流まで広く海上衝突予防法の適用水

域となる。

　航洋船の定義の問題については以前から議論されており、当初は航行区域が沿海区域以

上の船舶と解されてきたので、陸岸から相当程度離れた海域を航行することができる堪航

性を有した比較的大きな船舶を前提としていたようである。また旧港則法に規定されてい

た雑種船から、港内で各種のサービスをうける入港船舶が航洋船であるという話も聞いた

ことがある。

　わが国で明治時代から使用されている航洋船という用語は、もともとは国際海上衝突予

防規則に規定されている“seagoing vessels”の日本語訳である。いったん海上衝突予防法

の条文で航洋船という用語を使ってしまうと、その定義がない以上、その概念は法解釈に

よらざるを得ず、沿海区域以上を航行区域とする船舶を航洋船とするという見解も当時に

おいては妥当であったのかもしれない。しかしながら、国内法である海上衝突予防法は国

際海上衝突予防規則に準拠しており、外務省が条約上の“seagoing vessels”を航洋船では

なく海上航行船舶と翻訳していることもあり、必ずしも航洋船に関する古い学説にしばら

れることもないと思われる。

　ところで30年くらい前になるが、学会で浜名湖に海上衝突予防法が適用されるかどうか

を議論したことがある。航洋船を比較的大きな船舶（航行区域が沿海区域以上の船舶）と

船 舶 交 通 随 感
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とらえていた頃には、浜名湖は航洋船が出入りできないので海上衝突予防法は適用されな

いとする学説が多かった。しかしながら海難審判において、浜名湖の南部に位置する今切

口は太平洋につながり、湖内に港則法の適用港が存在し、同湖に接続する猪鼻瀬戸に小型

の航洋船が航行していること等を理由として、浜名湖に海上衝突予防法が適用されるとの

裁決が言い渡された。浜名湖には多数のプレジャーボートなどが航走しているが、近年は

プレジャーボートの性能も向上しており、陸岸から相当離れた沖合を長時間航行すること

もできるので、小型船舶でも航洋船になりうると解釈したものと思われる。

　この裁決を一つの契機として、浜名湖にも海上衝突予防法が適用されるというのが通説

となっているが、小型の航洋船という概念を是認した場合、プレジャーボートであれば比

較的大きな河川の上流まで航行することができるので、内陸の水域まで海上衝突予防法が

適用されることになる。船舶の衝突を予防する一般的なルールを規定している海上衝突予

防法は、できるだけ広い水域で可能な限り多くの船舶に遵守してもらうという考え方もあ

るので、“seagoing vessels”については海洋を航行しうる能力を有している船舶と解し

て、海洋から連続して船舶が航行できる水域で、かつ通航実態のある水域を海上衝突予防

法の適用水域とするという学説も実践的かつ現実的であると思われる。

　一方、海上衝突予防法が適用されない湖や河川には、どのような操船ルールが適用にな

るのであろうか。以前、海洋と接続していない琵琶湖の船舶交通の安全を調査したことが

あるが、滋賀県琵琶湖等水上安全条例（昭和30年制定）には行会い船、横切り船、追越し

船の航法のほか、海上衝突予防法に類似した規定が設けられていた。船舶の定義も「琵琶

湖等において水上航行の用に供する船舟類をいう。」、また動力船の定義も「機関を用い

て推進する船舶をいう。」となっており、滋賀県警の担当者談によれば海上衝突予防法を

ベースにしているとのことであった。

　水上安全条例は湖沼、河川、運河、港湾などを対象として都道府県により制定される

が、航法については海上交通法規に類似したものになっているのがほとんどである。した

がって海上衝突予防法が適用されていない水域で、条例が制定されている場合には、まず

は条例に規定された操船ルールが適用されることになる。条例のほかにも、「荒川におけ

る船舶の通航方法」のように河川法を根拠として河川管理者（国土交通省）が指定するも

のもあり、基本的に海上交通法規と矛盾が生じない範囲で、地域の航行環境を考慮した細

かなローカルルールが定められている。なお、これらの規定に違反した場合は罰金に処せ

られることもあり、当然のことながら船長としては航行する水域の各種の操船ルールを熟

知しておかなければならない。

　それでは海上衝突予防法も条例も適用されないような水域は、どのような操船ルールが

適用されるのであろうか。おそらく当該水域独自の慣行あるいは当該行為をするにあたり

要求される客観的注意義務のようなものにしたがって船舶の衝突を回避することになるで

あろうが、明文化されたものが少ないので制定法に比べると周知方法や実効性が問題とな

ると思われる。米国では、河川や五大湖などを適用水域とする独自の国内航行規則“U.S. 

Inland Navigation Rules”が制定されており、その内容は国際海上衝突予防規則とほぼ同

様である。わが国も航洋船や海上航行船舶の定義の解釈に依存するのではなく、通航実態

のある水域には水上オートバイやプレジャーボートを含む船舶の交通安全を図るための総

合的な法体系の構築が必要ではなかろうか。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ４．１０．１～Ｒ４．１２．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

　 10. 5

　

 10.19 

 10.27

 11. 2

 11.16

　　 11.17

　 11.22

 12. 7

 12.20

（水）

（水）

（木）

（水）

（水）

（木）

（火）

（水）

（火）

1330

1200

1500

1330

1200

1500

1330

1600

1330

兵庫県農業会館

商船三井ビル会議室

神戸市中央区文化センター

三宮研修センター

商船三井ビル会議室

JRホテルクレメント徳島

三宮コンベンションセンター

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

アリストンホテル神戸

大阪湾における船舶安全運航上の留意点に関す

る調査研究　第1回委員会

第95回業務運営会議

第94回月例会

大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第1回委員会

第96回業務運営会議

第９回地域部会兼第95回月例会（徳島市）

大阪湾沿岸部における船舶通航状況の映像を有

効に利用した海難防止に関する調査研究　

第1回委員会

第33回通常理事会

泉北第二工場におけるLNG船に係る航行安全対策

検討調査　第3回委員会
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